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運輸省航空局の推進する、航空機の衛星航法の実現をはかるため日本国内各空港の位置の変化を常時監視する

「空港座標管理システム」については、２０００年春以来の運用評価の段階にあり、２００１年４月１日より正式
運用に入る｡現在では、全国各地の４３の空港に設置された「電子基準局」において GPS 連続観測が実施され、デー
タは大阪（関西空港内）及び東京（羽田空港内）の解析局に集中され、並行して解析が実行され、各空港の緯度・
経度・高さの時系列変化がモニター表示されている。 
 
 
◆ 運輸省航空局の推進する、航空機の衛星航法の実現をはかるため日本国内各空港の位置の変化を常時監視す

る「空港座標管理システム」については、２０００年春以来の運用評価の段階にあり、２００１年４月１日より正
式運用に入る｡現在では、全国各地の４３の空港に設置された「電子基準局」において GPS 連続観測が実施され、
データは大阪（関西空港内）及び東京（羽田空港内）の解析局に集中され、並行して解析が実行され、各空港の緯
度・経度・高さの時系列変化がモニター表示されている。 
◆ 各空港の初期座標値とともにその時間変化率を知ることも重要な空港座標管理の要件である。今回、２００

０年９月のＧＰＳ観測値をつかい、４月に決定した初期座標値を旧値として網平均を行ない新座標値を決定して､
全国４３の空港の３次元位置の年変化率を算出した。この際、日本列島周辺のＩＧＳ点のいくつかを固定した｡網
平均に利用したソフトウェアは Bernese version 4.2 である。こうして決定された座標（φ, λ, h ）の時間変化
率は東北日本の１８空港についても、西南日本の２５空港についても多くは 20mm/a 程度以下であるが､30mm/a 以
上となったのは東北日本では釧路、帯広、仙台、羽田､西南日本では八丈島、那覇、宮古、石垣島などの諸空港で
あった。 
◆ 運用評価の段階でのもう一つの重要課題は、各空港の標高の決定である。各空港の楕円体高ｈはすでに分

かっているので、いずれかのジオイドモデルによってジオイド高 Nが分かれば正標高 Hも分かる｡利用できるモデ
ルとしては日本付近についてのみ適用できるJgeoid96と汎世界的なEGM96とがある。それでこれらのモデルによっ
て標高を決定したが、採用するモデルによって数 10cm の差が生ずる。それで、参考資料として今回、東北日本で
は、新千歳、帯広、福島、八丈島、でまた西南日本では富山､名古屋、高松、熊本、久米島の各空港で精密水準測
量を行なって日本水準原点に準拠した正標高を決定した｡この結果Jgeoid96のほうがEGM96よりも水準測量による
正標高に近い結果を与えることが分かったが｡このモデルは離島では使えずまた精度についても不足なので、さら
なるジオイドモデルの改良が必要である｡ 


